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研究成果の概要（和文）：人のライフ（生命・生活・人生）を時間経過と文化的・社会的文脈下で捉える質的研究法、
複線径路等至性モデル（TEM）を、①形態維持の視点、②関係性・集団というシステムの単位、③キャリア教育・支援
への還元に留意し、研究への実践的適用と、システム論、対話的自己論、文化心理学の観点からの理論的精緻化により
展開をはかった。看護学、社会学、言語学、経営学、キャリアデザイン等に及ぶTEMの可能性を追究した。

研究成果の概要（英文）：Trajectory Equifinality Model(TEM) is the qualitative research method by which we 
can grasp human life with time course and cultural and social contexts. The purpose of this research 
project was to refine TEM focusing on three points, which were (1) the viewpoint of morphostasis, (2) the 
unit of system of relationship and/or group, (3) the application for the education and support about 
career and the retune of profits to fields. This project was formed by the practical application of TEM 
for researches to grasp various experiences and the theoretical examination of TEM from the perspective 
of Systems Theory, Dialogical Self Theory and Cultural Psychology. Colligating the practical application 
and the theoretical examination, we developed TEM to approach human life and career. We investigated the 
applicable possibility of TEM spanning the science of nursing, sociology, linguistics, business study and 
career design and so on beyond psychology.

研究分野：臨床心理学、生涯発達心理学、質的心理学
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１．研究開始当初の背景 
生殖補助医療が高度化する現代的な社会
背景のもと、子どもを望み不妊治療をするも
受胎しなかった女性の経験と選択のナラテ
ィヴ（語り）を、生涯発達を観点から捉える
質的研究を行うなかで、人のライフ（生命・
生活・人生）を時間経過と歴史的・文化的・
社会的文脈のなかで捉える質的研究法、複線
径路・等至性モデル（Trajectory Equifinality 
Model: TEM）を共同で開発してきた。その
方法論としての精緻化を行うなかで、諸事象
への TEM適用のニーズが高まり、2012年 8
月には著書『TEM でわかる人生の径路―質
的研究の新展開』（安田・サトウ, 2012）を刊
行した。また、国外では、たとえば、2012
年 3月にブラジル・バイアで第 2回文化心理
学シンポジウム（バイア州立大学アナ・セシ
リア＝バストス教授主催）が開催され、TEM
を用いた研究発表がなされた。 

TEM の特徴は、人間を開放システムと捉
え る シ ステ ム 論 （ベ ル タ ラン フ ィ , 
1973/1968）に依拠する点、外在的に計測で
きる時間ではなく、個人に経験された時間の
流れを重視する点、の 2点にある。TEMは、
非可逆的時間とともにある人の発達や人生
径路の複線性と多様性を、分岐する点（分岐
点 Bifurcation Point：BFP）や収束する点（等
至点 Equifinality Point：EFP）を同定しつ
つ捉える分析・思考の枠組みであり、その最
小単位は図 1のように描かれる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経験のプロセスや選択の分岐点の把握に

TEM が用いられるなかで、次の 4 つの理論
的成果が産出された。それらは、1. 分岐点で
の変容を捉える視点、2. 不定（uncertainty）
を捉える視点、3. ナラティヴ・プラクティス
／臨床的支援との接合、4. 多声的な自己と場
の変容、である。 

 
２．研究の目的 
上記の 4つの成果を踏まえ、次の 3つの点
に着目し、 実践と理論をむすぶ質的研究法
TEM の展開可能性の検討を推し進めること
を目的とした。 
（1）（形態）維持という視点（上記 1・2 よ
り）：システムは、内外に生じる絶え間ない
変化にもかかわらず、安定状態を維持する傾
向が備わっている。変化が生じるとすぐに変
化を抑える方向に作用するネガティブ・フィ

ードバックが働き、システムが一定に保たれ
る。しかし、ある地点に達すると変化を増幅
するポジティブ・フィードバックが起き、異
なる次元の質的変容が生じる。前者の、シス
テムの同一性を維持する傾向を形態維持、後
者の、システムが大きく変化し次の段階への
発達・移行を引き起こす傾向を形態発生と呼
ぶ（中釜, 2008 p.12）。次の段階に移行しが
たい揺らぎを伴う不定な状況は、形態維持の
ひとつのかたちであるともいえ、その様相を
捉えていくことは重要である。 
（2）関係性・集団というシステムの単位（上
記 4より）：ヴァルシナー（2012 p.193）は、
人が文化に属するのではなく文化が人に属
するのだと述べた。こう考えるなら、人は、
複数の場（文化）を行き来しながら他者と関
係を築いたり集団に参与して、自己を組織化
していく存在であり、その関係性や集団の形
成過程を捉えることが重要であるといえる。
その際、複数の場との位置取り（Positioning）
をしながら対話的に自己を構成していくと
いう見方を提供する、対話的自己論は有用で
ある。 
（3）キャリア教育・支援への適用と実践現
場への還元（上記 3 より）：人のライフに接
近するうえで、発達・臨床と教育は地続きで
ある。TEM による研究において、これまで
焦点化される傾向にあった発達・臨床分野を
対象とした研究適用を土台にしつつ、実践コ
ミュニティへの参画のなかで形成されるキ
ャリアの把握と、キャリアに関する教育や支
援のありようの検討に還元する基盤をつく
るべく、方法論 TEMの精緻化を進める。 
 
３．研究の方法 
（1）実践的適用：研究代表者（安田）が行
ってきた研究への TEM の適用により検討を
進めていく部分と、協働での学びを設定して
進めていく部分とに分けて実施する。後者に
関し、初年度と次年度の前期には、多分野に
またがり多様な現象を扱う研究会を開催し、
後期には、（臨床×教育）といった学融、お
よび（対話的自己×システム論）といった理
論に焦点をあてた研究会を企画・開催する。 
（2）理論的精緻化：システム論、対話的自
己論、文化心理学に焦点をあてた理論的検討
を行う。とりわけ、対話的自己論については、
グループで従事している“Dialogical Self 
Theory” (Hermans & Hermans-Konopka, 
2010)の翻訳を進める。 
（3）理論と実践をむすぶ方法論としての集
積：研究への実践的な適用を基盤に理論的検
討を融合させ、人のライフとキャリアに接近
し、理論と実践をむすぶ、対人援助に資する
質的研究法 TEM の精緻化を推し進める。 
 
４．研究成果 
臨床心理学、発達心理学、教育心理学、文
化心理学、看護学、社会学、言語学、経営学、
キャリアデザインなど、多分野にまたがる研
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究への適用を検討する研究会の開催（2013
年度には、6月には京都と東京で、11月には
東京で、2月には京都で、計 4回実施。2014
年度には、5月に東京、6月に京都、7月・9
月に福岡、1 月に東京、2 月に京都で、計 6
回実施。2015年度には、6月・8月・12月に
東京、9月に京都で、計 4回実施）、および、
学会での発表ならびに講習会の実施などを
通じて、質的研究法 TEM の、実践的適用お
よび理論的精緻化を推し進めた。そして、著
書『ワードマップ TEA 理論編―複線径路等
至性アプローチの基礎を学ぶ』ならびに『ワ
ードマップ TEA 理論編―複線径路等至性ア
プローチを活用する』を、総勢 40 名を超え
る多分野の研究者ならびに実践家に執筆い
ただくかたちで刊行した（2015年 3月）。ま
た、『TEA でひろがる社会実装―ライフの充
実』というタイトルの著書の出版を企画した
（現在、執筆・編集中）。加えて、協働的な
研究会活動をもとに、質的データアナリスト
の育成を目標に掲げた、ある企業との共創的
な共同研究を、長期的な展望により開始した。 
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